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ロゼットのある肺膿瘍（Noca｢diose）
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動物は１年４ヶ月齢の牝午。肺炎症状を呈し，経過約

４０日で役処分されたもの。サルファ剤，抗生ifllなどの投

与によっても症状の好転を兄なかったもれ

肉眼所見（現地獣医師による）

肺：両m1i全般に亘り臘癌濫発．右側に舵て顕著（2.0×

3.0cm程度の腫瘍）右肺尖部充血。肺門リンパ姉5.0×2.0×

3.0恥）のiiil後のもの７胴。肝：左葉内臓面'１１央部附近に

2.5×2.5×2“､及びLOxL2x1.0cmの膿癌各１(lHilo軒：両側

性に皮質全般に亘叺点状出血。
組識学的所見

１)肺の密発膿塔：被誕膿撫である｡濃痩は主として好中
球(変性ハ壊死肺組識塊からなる｡膿瘤内に大'1,のロゼ

ットが観察きれる（Fig.１；Ｈ－Ｅ.×119)。ロゼットの内
部は弱好酸性に染まり，均蘭ならず．辺織部には変性好
中球が放射状に密列している。Carbo'てhionine菌染色
でロゼヅト内部及びロセヅトケトに繊糸状の細菌が睡々染

め出される。この細菌は時折グラム陽性を示す（グラム
陰性には決して着染しない)。又この菌は時折ＰＡＳ陽１ｋ
に着染(Ｆｉｇ．２；ＰＡＳｘ７５０)。ゴール・ネールセン染色
では陽性細菌は染め出きれない。膿蕩周囲の砿鍵は概ね
次のような厨櫛成を示す。瞳悠塊に接する妓内府は蟻石

状に密列する瀬上皮細胞（大喰細胞）からなり，類上皮

細胞は時折多桟区細胞化を示す。その周りは繊維芽細胞

にiiiむ繊維層である。この層には形質細胞の浸潤が強い。

蛾外層は識維柵胞からなる梢々織密な繊維層である。

２)被嚢鴨癖以外の肺組識：(a)小葉間結合識は繊維性に

墹幅，囲管性水脈。細気管支拡張気味で，粘膜下平滑筋

細l1u水腫性を示す。被誕膿瘍近辺の細気管支化膿性カタ

ール性を示し，励脈は内膜の肥厚を表わす。（b)他の標本

で．比較的大きなNekrobazilloseの病巣が見られた。

主としてその域ｹﾋﾟ巣辺縁に多数のNekrobaziIIenがHjl察
きれた。この梢はCarbol-thionineで染出され，且つグ

ラム陰性に染まる。繊糸状である。ＰＡＳ及びチール・ネ

ールゼンに不染である。か、る獅巣は好中球の反応を伴
っていた。被誕はきれていなかった。

３)肝の膿塩もｌ)の如き被嚢艘癌であった。但し細菌は

染め出し得なかった。又明らかなロゼットも見出されな
かった。

組織学的診断

ロゼットのあるIIh膿癖(Nocardiose）（他の肺切片に

Nekrobazillose摘巣あり)｡Noca｢diose病巣としたもの

を攻はＮｅk｢obaziIIose病巣と見る向きもあるかも知れない。
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